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         濱 田 昌 之 ・笹 川 田 鶴 子 ・大 野  稔
 有機化含物の構造 と殺轟力の關係の究明を主目的 とした系統的な研究は從來鯨 り行われて居
ない・ 然 しなが ら最近DDT・Gammexane等 の弧力な合威殺轟剤が稜屍製出せ られるに及ん
でこの問題が世人の注目を浴びるに至つた.こ こに於て我 々は系統的に多数の化合物を合成 し
てこれ等の化合物を敏種類 の錨に就てその殺轟力を比較槍討 して化學褥造 と殺轟力の間に存在
する基本的な法則の獲見に努力し併せて今後含成殺錨剤の糊 うべ き方向に封する指示を得たい
と考 えて居る.
 本報に於ては極めて優秀な殺轟力を稻揚 されて居るDDTを 基準物質 としてこれ と類 似 の
化學構造を有つ13の 化合物を合成 し, これを4種 類の害轟につ き殺贔試験を行いその効果を
比較槍討した.
 先す我 々の合成 した化合物は亥の13種 類であつて合成方法を反慮式に依 り示す.
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次 に これ等 の化合物 で殺録試験 を行った.そ の方法 及び結果 を略 記すれば次 の如 くで あ る・
(1) 梨  軍 配  …騒 Stel)hanitis nas hi正sAKI et TAKEYA.
梨 藥昂の0,1%酒 精浴液斗ceを スプv一 ガ ンを使用 して201bsの 墜 力下 に70Cmの 高 さか ら轟 艦
にスプV・・一して10,20,30,50,70,時 間後 の死 亡朕～兄をContl・ol.と比較 した 2回 の試験結果
の概 記すれば
 極 めて有効    (1)(3)(4)(8)
 有効    (10)
 無効       (2)(5)(6)(7)(9)(11)(12)(13)
(2) テマ リムシ(ダ ンゴムシ)'Armadillidimn VulgareT.蛋rR。
内底面 に濾 紙 を敷 いた樫5寸 のペ トリー.皿に各藥品の5%タ ル ク粉 剤 を第1回 は0.19,第2回 は
029を 撒 きこの上に錨 を入 れ20,40,60,80,100時 闘後の死亡朕祝 をControlと 比較 した・
 極 めて有 効    (1)(3)(4)
 有効           (10)(6)
 梢有 効     、 (8)(12)
 無効       (2)(5)(7)(9)(ll)(13)
(3) 穀        象  Calalldra oryzae I・・
各藥品の0.1%酒 精溶液 を第 咽 はlee,第2回 は2ceを 径2寸 の ペ ト1)皿 に入れてn然 乾燥後20
匹の轟 を入れて1,2,3,4,Il後 の死亡歌況をCouin・01と 此較 した,
 有効      (10)(1)(3)(4)
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  朔 有効      (8)
  殆 ど無効     (2)(5)(12)(13)
  無効      (6)(9)(11)
 (4) ヒ メマルカ ツヲブシムシ AnthreiiilS verbaci I'.
 毛布 を径2寸 の ペ トリr・一皿 に丁度 入 る様 に丸 く切 りこれ を切牛 し一牛は毛布重量 の1/1090・
他 牛は75/1000に 和翫 す る各藥 品を含 む酒精 溶液 を吸牧 させ乾燥後 幼轟各5匹 を入れて その蝕 害
ナ伏況を15H後 毎 に4回 競察 しColltro1と 比較す ると,
  極 めてイ∫極    (1)(4)(60日 後全然霞虫害 なし)
  有効       (3)
  稻有 効      (8)(10)
  無効      (2)(5)(6)(7)(9)(11)(12.(13).
 以上 の試瞼結果 か ら次 の表 の如 き結 論が得 られ る.
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 この表 に於 て鮎線 よ り上 は有効,下 は無 効であ る.而 してDDTのTrichloromethvhuethv-
1ene基 の三 つの 鞭素 原子は共 の数 が1つ 乃至2つ 減 るに從い徐eに 効力が減 るが侮 机當 有 効 で
あ る.然 し全 部無 くなる と無効 とな る.叉 ⑭がClに 置換 され るか除 去 され ると又効 力 を 失 う
Benzene核 に附驕 す るClがBrに 置換 する と効 力が選澤1勺 とな るが爾有 効で あるのに 反 し1と
な るか これが無い場合 は無 効であ る.即 ち中央の枠内の式 に於 け る○ 印を附 した原子は殺轟効
力 を有す る爲 に是 非必要で あ ると云 う結 論 に達 した・
                   (73)
